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本歯周病学会学術大会 2013. 6. 1 東京．

2．高橋貫之，木村大輔，南堂百映，小石玲子，梅田 誠．矯正治療後の歯の動揺に対して歯周組織再
生療法を行った一症例．第 56 回春季日本歯周病学会学術大会 2013. 6. 1 東京．
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4．田幡 元，梅田 誠．咬合性外傷を伴った慢性歯周炎へ骨移植術を行った一症例．第 139 回日本歯
科保存学会 2013 年度秋季学術大会 2013. 10. 18 秋田市．
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